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3.レールの穴あけ

φ5.5貫通穴

2.上部吊り車の取付け
①ホルダー部のレバーをつまんで、固
定カップ部とホルダー部を分離し
ます。
②固定カップ部のみ、戸の木口加工部
に取付けてください。
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固定カップ部

レバー

ホルダー部

ご注意
レール内に残った切り粉は
取除いてください。

①702ページの「●レールの穴加工
寸法図」を参考に、各レール芯の所
定位置にφ5.5の貫通穴をあけま
す。（合計12ヶ所）
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1.セーフティーストッパーロングの取付け

ねじを取付ける際、先端が太いドライバーを使用すると、金具を傷つける
おそれがあります。
先端が細いドライバーを使用し、事前に金具を傷つけないことを確認し
た上で、取付けてください。
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ストライク
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ストライク

ご注意

■金具の取付け方法

    格納下部ガイドFG-N150Pの締結ねじをゆるめて、ベース部
　 と本体を分離します。    
②ベース部を加工部に取付け、 本体を戸の底面から差込み、締結
ねじで固定します。

①格納下部ガイドFG-N150Pを戸尻に取付けます。
1.格納下部ガイドの取付け

②ベース部を加工部に取付け、キャップ部をベース部にしっ
かりと差込み、抜けないことを確認してください。

①メンテナンスゲートFG-N150-Gを戸先に取付けます。
メンテナンスゲートのレバーをつまんで、ベース部と
キャップ部を分離します。

2.メンテナンスゲートの取付け

①
②
本体を各戸の加工部に取付けます。
ストライクを、セーフティーストッパーロング本体の戸当り部が当た
る木口面に取付けます。
※戸Ⓐ用は戸Ⓑの戸先木口・戸Ⓑ用は戸Ⓒの戸先木口・戸Ⓒ用は控
　え壁先端の枠木口面が取付け位置です。
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ベース部

戸Ⓒ
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L型ストライク

FCX-292-K-H-L

4.上部レールの取付け

●必ず手回しドライバーで締め付けてください。
●トリガーが溝に入っていない状態でねじを
締め付けると、トリガーが変形します。

5.上部トリガーの取付け

①トリガーをトリガー取付治具にセットし
ます。
②「3.レールの穴あけ」であけた[戸先用
の場合：穴②・戸尻用の場合：穴③]
に、右記治具を図に示す方向でレール
内部に押し込み、添付ねじでトリガー
を固定します。

③完全に固定されたら、取付治具を下に引き
抜き、残りの[戸先用の場合：穴①・戸尻用の
場合：穴④]をねじ止めしてください。

●治具はトリガーが完全に固定されるまで、
押し当て続けてください。
●トリガーをレールに取付けたときにトリガーが
レール内の溝にまっすぐ入るようにしてください。

ご注意

1.戸Ⓒの吊込み

2.戸Ⓑの吊込み

■戸の吊込み

①戸ⒸとレールⒸの上部吊り車を接続します。
※「上部吊り車の接続方法」(702ページ参照)

戸Ⓒ先端に取付けてあるトリガー
ベースに、戸Ⓑのトリガーを差込
みます。

①

戸ⒷとレールⒷ内の上部吊り車を
接続します。
※「上部吊り車の接続方法」参照

②

3.戸Ⓐの吊込み
戸Ⓑ先端に取付けてあるトリガー
ベースに、戸Ⓐのトリガーを差込
みます。

①

戸ⒶとレールⒶ内の上部吊り車
を接続します。
※「上部吊り車の接続方法」参照

②

3本のレールに対し、戸先用 ・ 戸尻用に、
下記①～③を繰り返します。

①スライダーが図の位置になっているか
確認します。
なっていなければ、押して戻しておきま
す。

　
ソフトクローズを正しく作動させる
ために、必ず確認してください。

②レール取付けの前に、図の
方向で上部吊り車をレール
内に挿入します。

③上枠にレールを取付けてく
ださい。

ご注意

戸先側
FCX-292-K-H-L

戸尻側
HR-292-K

レール

スライダーの
位置確認

正 誤 誤

トリガー レール

トリガー取付治具

トリガー ソフトクローズ方向

レール

トリガーをセットした
トリガー取付治具

戸先用：穴②
(戸尻用：穴③)

ソフトクローズ方向

戸先用：穴①
(戸尻用：穴④)

添付ねじ

HR SYSTEM マルチソフトクローズ ダブルオープン納まり HR SYSTEM マルチソフトクローズ ダブルオープン納まり製品紹介 201～209 製品紹介 201～209

格納下部ガイド
（FG-N150P）

締結ねじ

本体

戸
先

キャップ部

レバー ベース部

ガイドピースの切り欠きと
戸の下面を合わせます。

3.トリガーベースの取付け

①戸先側の所定位置にトリガーベースを取付けます。
図のように両側面の切り欠きを戸の下端に合わせて
ください。

戸
先 19

トリガーベース
（MF-411-25）

戸Ⓒ

レールⒸ レールⒷ

壁

戸Ⓒ

トリガーベース
(MF-411-25)

向きに注意
戸Ⓑ

トリガー
(MF-302)

クッション側

レールⒶ

壁

戸Ⓒ

向きに注意

戸Ⓐ

トリガーベース
(MF-411-25)

トリガー
(MF-302)

戸Ⓑ

クッション側
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